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ンケレヴィッチ CVladimir Jru"1k駘騅ich 1903 -1985) の『リストとラプソディ ヴィルテュオジテ試論.JI (Liszt et 
la rhapsodie. essai sur la virtuosit? 1979) を読み解きながら展開した、すぐれて哲学的、本質論的なヴィルトゥ





















第W章「越境する手」では、質的多様性の探究は手の使命であることから、第 E 、 E章で扱った問題が、手・指を
中心とする身体的技術の問題として論じられる。ここでは身体運動にひそむ経済原則、すなわち「身体図式」の働き
が指摘されるが、「絶えざる越境」としてのヴィルテュオジテは、手が内包する身体図式を絶えず組み換えることで、
このパターン化を撃ち破ろうとする。質的多様性の探究は、ひとつにはこうした身体図式の多様化を通して実現され
るのである。
第V章「交差する手」では、この身体図式の多様化が音楽のありかたをも多様化してゆく具体的な一例として、ア
ルペニスのピアノ曲における「両手の交差」が考察される。ジャンケレヴィッチによれば、アルペニスが好んで行う
「両手の交差」は演奏上の合理性・経済性よりはむしろ音色の探求を目的としているo そこでは、身体図式の多様化
が響きや音色の多様化と結びつく。ヴィルトゥオーソたちは自分の楽器から大音量を引き出すだけでなく、色彩の多
様化をももたらすのである、と論者はしめくくっているo
論文審査の結果の要旨
本論文は音楽学の分野であまり十分に扱われてこなかったヴィルトゥオーソのわざ、すなわちヴィルテュオジテを、
その本質的な面から追求し、技術や生成といった哲学的な問題へと関連づけた、思索性の高い論考であるo ヴィルテュ
オジテの現象の解明を通じて哲学への道筋が関かれうること、また逆に音楽現象の解明に哲学の力が少なからぬ意味
を持つことを明快に示した点が、この研究の最も大きな寄与と評しえよう。ジャンケレヴィッチの著作や関連資料の
丹念な読みに基づいているが、たんに彼の論考の跡づけに留まることなく、ジンメルやベルクソンといった哲学者の
思想にも言及することにより、論者の独自な思想史的把握を提示していることも、高く評価される点であるo
しかしながら、例えばヴィルテュオジテの「超越」からジンメルの「越境」を特定し、さらにそれを「生成」と関
連づけていくためには、より厳密な文献学的押さえが求められるであろうし、また、哲学的解釈を重んじるあまりに
実際の演奏現象や楽器の扱い等についての、論者自身の美的判断や具体的な知解が必ずしも十全に示されていないこ
とは惜しまれる。しかし、これらの問題は全体の論考の基本的な成り立ちをいささかも損なうものではなく、また、
極めて明快かっ十分に練られた表現によって、思索的文章の一つの模範を示し得たことも、学問の世界に一石を投じ
うるものと評しえよう。よって本研究科委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有する
ものと認定する。
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